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５月７日（木）、中学校生活最後の遠足に行きました。 

１年生では「鞆の浦」、２年生では「尾道」へ行き、今年はさらに範囲を広げ、広島市内の平和記念公園周辺で

班別自主研修を行いました。今年の遠足も、自分たちでコースを決めました。普段あまり訪れることのない広島

市中心部の地図をじっくり見ながら、班で話し合いを重ね、それぞれのコースをつくっていきました。 

今回は、現地で出会った方へのインタビューにも挑戦しました。今年度の探究活動のテーマである「学校・地

域・社会とのつながり」を意識し、福山や広島の現状や課題を知るための実地調査として取り組みました。平和

学習としての訪問でもあるため、平和に関する質問もそれぞれが考えていきました。また、外国人観光客の方に

も声をかけられるよう、英語での質問も準備していきました。 

当日は、時間通りに出発式が始まり、バスでの移動中も実行委員が考えたレクを楽しみながら現地へ向かいま

した。現地では、少し緊張しながらも勇気を出してインタビューに取り組む姿や、仲間と協力しながら集合時間

に間に合うよう行動する姿が見られました。修学旅行にもつながる経験ができたと思います。 

遠足を通して、新しいクラスを好きになることはできたでしょうか。そして、「平和（peace）」について考え

ながら、笑顔でピースできる仲間との距離も、少し近づいたでしょうか。 

次は「このクラス、好きになりました ～一樹祭編～」かな？ 

その前に、中間考査がありますね。気持ちを切り替えて、また一歩ずつ頑張っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年通信

今日、家に帰る途中、駅の近くで自転車のチェーンが外れて 

しまいました。しかも、自転車に挟まってしまい、右往左往して 

いたところ、近くにいた警察官の方が手伝ってくださいました。 

おかげでチェーンも外れ、大変助かりました。僕も、「さり気なく

人を助けられる人になりたいなあ。」と、思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


